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1月16日（火） 第179回研究所セミナー
璃麗亜沙克木（MariyaSakim) （薬効解析センター客員助教授）：
ウイグル医薬学における生薬の実態とユナニー医学との関連
1月23日（火） 第180回研究所セミナー
大和田滋博士（聖マリアンナ医科大学・腎臓高血圧内科助教授）：
腎疾患でのフリーラジカルの役割と生体計測用 (invivo) ESRを応用した抗酸化能の評価
1月23日（火） 第181回研究所セミナー
淀井淳司博士（京都大学ウイルス研究所・生体応答学研究部門教授）：
チオレドキシンによるレドックス制御の医薬応用について
2月24日（土） 第182回研究所セミナー
榊原 巌博士（ツムラ中央研究所，主任研究員）：釣藤鈎の成分と薬理作用の研究
3月3日（土） 第183回研究所セミナー
漆谷徹郎博士（東京大学大学院薬学研究科助教授）：胃酸分泌を制御する新しい蛋白の同定
3月5日（月） 第184回研究所セミナー
宮本康嗣博士（山口大学医学部・先端分子応用医科学講座教授）
漢方を21世紀に生かすには：免疫と養生の立場から
3月5日（月） 第185回研究所セミナー
Dr. Gerard C. Bedeker (Chairman of GIFTS, Green College, Oxford University) : 
World-wide network of medicinal plants research 
3月14日（水） 第186回研究所セミナー
丸山征郎博士（鹿児島大学医学部・臨床検査医学講座教授，和漢薬研究所客員教授）：
新世紀漢方の課題：ジーン， ミーム，ジェンダーのkeywordsで漢方を考える
3月14日（水） 第187回研究所セミナー
古市泰宏博士（エイジーン研究所長）
RecQへリカーゼの研究から得られた細胞の老化，不死化，癌化の新知見とその創薬への応用
3月23日（金） 富山県オリジナルブランド医薬品開発研究会発足（担当：病態生化学，資源開発）
3月26日（月） 第188回研究所ミナー
Dr. Somsak'Ruchirawat (Prof. Mahidol University) : 
The synthesis of Lamellarins and isoindolobenzapepine alkaloids. 
4月 平成13年度拠点大学方式の学術交流事業開始（世話人：生物試験部門・渡遺裕司教授）
6月4日（月） 第6回和漢薬研究所研究発表会（担当：化学応用部門）
6月12日（火） 第189回研究所セミナー
太田富久博士（金沢大学大学院薬学研究科教授演）：食品に含まれる機吉町生物質について
6月18日（月） 交流協定締結： Facultyof Pharmacy, Cairo University （エジプト）
7月5日（木） 第190回研究所セミナー
小野真弓博士（九州大学大学院医学系研究科）：腫虜血管新生のメカニズムとその制御
7月5日（木） 第191回研究所セミナー
白井厚治博士（東邦大学医学部附属佐倉病院副院長）
生活習慣病としての高中性脂肪血症へのアフ。ローチ
7月6日（金） 第192回研究所セミナー
Dr. V.B.Pandey (Prof. Institute of Medical Sciences, Banaras Hindu University, India) 
Medicinal plan ts used in Indian medicine for primary heal th care 
7月9日（月） 第193回研究所セミナー
吉田隆志博士（岡山大学薬学部教授）：植物性ポリフェノールの構造と生物活性
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7月10日（月）交流協定締結：Instituteof Science and Technology, Tribhuvan University （ネパー ル）
7月17日（火） 第194図研究所セミナー
義江修博士（近畿大学医学部細菌学講座教授）：ケモカインで何がわかったか，何ができるか
8月7日（火）～9日（木） 第6回和漢薬研究所夏期セミナー主催（担当：化学応用部門）
8月18日（土）～19日（日） 第18田和漢医薬学会大会（主催：和漢医薬学会）
8月初日（月）～21日（火）
9月7日（金）～8日（土）
10月9日（火）～：10日（水）
10月1日（木）～12日（金）
（会長：生物試験部門渡遺裕司教授）
21世紀における伝統薬の役割に関する日台合同シンポジウム共催
（主催：財団法人交流協会・和漢薬研究所，担当：生物試験部門）
日本脂質栄養学会第10回大会（主催：日本脂質栄養学会）
（会長：臨床利用部門浜崎智仁教授）
第22回和漢薬研究所特別セミナー主催（担当：資源開発部門）
第8回国際伝統医薬シンポジウム・富山2001
（主催：国際伝統医薬シンポジウム組織委員会，富山医科薬科大学，富山県）
（担当：生物試験部門・化学応用部門）
10月27日（土）～28日（日） 21世紀国際生薬学研究戦略目標シンポジウム（北京）共催
（主催：北京大学薬学院・和漢薬研究所，担当：薬物代謝工学部門）
10月30日（火） 第195回研究所セミナー
馬験博士（遼寧中医大学学長）：遼寧中医大学における中医薬の教育概要
韓晶岩博士（遼寧中医大学附属日本語学院院長）：微小循環障害と中医薬
11月4日（日） 民族薬物資料館一般公開（担当：薬効解析センター）
市民公開講座難波恒雄名誉教授：世界の民族薬物を求めて
1月19日（月） 第196回研究所セミナー
飯沼宗和博士（岐阜県保険環境研究所所長） ：行政からみた食と健康
1月26日（月） 第197回セミナー
野水基義博士（北海道大学大学院地球環境科学研究所助教授）
基底膜タンパク質ラミニンの生物活性部位の同定とその医薬分野への応用
1月27日（火） 第198回研究所セミナー
後藤和宏博士（株式会社ツムラ・漢方生薬研究所）：生活習慣病治療における漢方薬の役割
12月10日（月） 第199回研究所セミナー
堀内哲嗣郎博士（株式会社ケンテック開発部長）：においってなーに？
12月14日（金） 第200回研究所セミナー
棲井宏明博士（田辺製薬株式会社創薬研究所）
転写因子NF-kBの活性化：リン酸化による制御と病態形成における役割
12月17日（月） 第201回研究所セミナー
後藤佐多良博士（東邦大学薬学部長）
酸化ストレスと老化：タンパク質から見る
吉川敏一博士（京都府立医科大学第一内科教授）
ポストゲノム時代の展望：フリーラジカル病の予防
12月21日（金） 第202回研究所セミナー
Dr. Meselhy Ragab Meselhy （薬効解析センター客員教授）
A pharmacognostical study of Jojoba (Simmondsia chinensis Schneider) growing in Egypt 
Dr. Javed Ahmad （薬効解析センター客員助教授）
Potential drugs of Unani System of Medicine with special reference to cardiovascular diseases 
12月24日（月） 交流協定締結： PokharaUniversity （ネパーノレ）
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